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・ ユーロ圏の10-12月期実質ＧＤＰ成長率の一次速報値は前期比＋0.1％、同年率＋0.4％と、前期

の同＋0.3％、同年率＋1.1％から減速した。公表済みの国別内訳は、フランス（前期：同＋

0.3％→今期：同▲0.1％）とイタリア（同＋0.1％→同▲0.3％）がマイナス成長に転落、スペイ

ン（同＋0.4％→同＋0.5％）とオーストリア（同＋0.1％→同＋0.3％）の成長ペースが加速、ベ

ルギー（同＋0.4％→同＋0.4％）が前期から不変。現時点で未発表のドイツも含めた国別計数が

発表される二次速報値は２月14日に発表。需要項目別の内訳は３月10日の改定値で公表される。 

・ 需要項目別の内訳が公表されているフランスは、個人消費（同＋0.4％→同＋0.2％）、非金融企

業設備投資（同＋1.3％→同＋0.3％）、政府投資（同＋1.0％→同ゼロ％）が前期から鈍化、在

庫投資のマイナス寄与度（同▲0.1％ポイント→同▲0.4％ポイント）が拡大。輸出（同▲0.3％

→同▲0.2％）の落ち込みが続いたものの、輸入（同＋0.6％→同▲0.2％）も減少に転じたため、

外需（同▲0.3％ポイント→同ゼロ％ポイント）の成長押し下げは縮小。フランスのマイナス成

長転落は2016年4-6月期以来。世界景気減速の余波に加え、鉄道ストや製油所の操業停止も影響。 

・ 米中貿易摩擦の不安後退などで１月の製造業ＰＭＩが欧州各国で持ち直し傾向。世界的な景気底

入れ期待もある一方で、ここにきて新型コロナウイルスの感染拡大という新たな不安要素も浮上。 

 

 

■ユーロ圏：ＰＭＩ総合と実質ＧＤＰ ■ユーロ圏主要国の実質ＧＤＰ成長率（前期比）

出所：IHS Markit、Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質
ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需

個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入
投資

18/1-3月期 2.3 1.1 (1.5) 1.5 0.6 1.5 (0.3) ▲ 0.4 ▲ 2.0 ▲ 1.3
18/4-6月期 2.9 1.4 (1.6) 0.8 1.5 4.4 (▲ 0.0) ▲ 0.2 3.7 4.6
18/7-9月期 1.9 0.8 (2.2) 0.7 0.5 4.0 (1.0) ▲ 1.4 1.2 4.6
18/10-12月期 3.6 1.4 (1.5) 1.5 1.7 6.6 (▲ 1.0) ▲ 0.1 3.9 4.6
19/1-3月期 3.1 1.8 (0.5) 1.6 1.8 1.3 (▲ 1.0) 1.3 3.5 0.8
19/4-6月期 2.9 0.6 (5.2) 0.9 2.0 22.5 (0.0) ▲ 4.5 0.5 11.4
19/7-9月期 2.2 1.1 (▲ 2.5) 2.0 1.6 ▲ 14.3 (▲ 0.5) 3.6 2.9 ▲ 4.6
19/10-12月期 － 0.4 － － － － － － － －

出所：Eurostat


